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二
〇
二
五
年
十
二
月
六
日
（
土
） 

お
の
み
ち
文
学
三
昧
研
究
発
表
会 

三
条
西
実
隆
独
吟
『
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日 

北
野
社
御
法
楽 

賦
唐
何
連
歌
百
韻
』
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

芸
術
文
化
学
部
日
本
文
学
科 

三
年 

上
田
萌
生 

 

〔
連
歌
に
つ
い
て
〕 

連
歌
と
は
、
「
五
・
七
・
五
」
の
上
の
句
と
「
七
・
七
」
の
下
の
句
を
交
互
に
詠
み
継
い
で
い
く
文
芸

で
あ
る
。
代
表
的
な
形
式
は
、
百
句
を
連
ね
る
「
百
韻
」
で
あ
る
。
各
句
は
独
立
し
て
い
な
が
ら
も
、
前

句
と
の
関
連
を
意
識
し
て
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
付
合
（
つ
け
あ
い
）
と
い
う
。
さ
ら
に
、

同
じ
題
材
や
イ
メ
ー
ジ
の
重
複
を
避
け
る
た
め
に
、
題
材
の
扱
い
に
は
一
定
の
規
則
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
式
目
と
呼
ぶ
。
式
目
に
よ
っ
て
全
体
の
流
れ
が
整
え
ら
れ
、
句
の
展
開
は
停
滞
せ
ず
に
進
ん

で
い
く
。
こ
の
流
れ
を
行
様
（
ゆ
き
よ
う
）
と
い
う
。
賦
物
は
、
も
と
も
と
は
百
韻
す
べ
て
の
句
に
詠
み

込
む
も
の
だ
っ
た
が
、
当
該
連
歌
の
頃
に
は
、
発
句
の
み
に
「
賦
何
人
連
歌
」
、「
賦
山
何
連
歌
」
な
ど
と

記
し
、
発
句
の
中
か
ら
一
字
を
と
っ
て
「
何
」
に
当
て
は
め
、
名
称
と
す
る
よ
う
に
な
る
。 

 

〔
動
機
と
目
的
〕  

『
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日 

北
野
社
御
法
楽 

賦
唐
何
連
歌
百
韻
』
は
、
室
町
時
代
後
期
の
公
卿
三

条
西
実
隆
が
、
北
野
社
御
法
楽
の
連
歌
会
に
お
い
て
独
吟
形
式
で
詠
ん
だ
作
品
で
あ
る
。
作
者
の
三
条
西

実
隆
は
、
一
万
首
以
上
の
詠
草
を
残
す
歌
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
『
源
氏
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
の
研

究
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
学
者
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
隆
は
、
連
歌
師
と
し
て
の
一
面
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
が
、
連
歌
の
個
別
の
作
品
論
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
ら
彼
の
連
歌
の
内
、
未

翻
刻
の
も
の
を
中
心
に
翻
刻
し
、
句
や
行
様
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
実
隆
の
連
歌
に
つ
い
て
総
合
的
に
研

究
し
た
い
と
考
え
た
。 

そ
の
手
始
め
と
し
て
今
回
は
『
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日 

北
野
社
御
法
楽 

賦
唐
何
連
歌
百
韻
』

を
扱
う
。
本
作
品
に
つ
い
て
は
、『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

第
３
１
巻 

連
歌
巻
子
本
一
』「
解
題
」
に
、

次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。 

文
明
十
三
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
に
か
け
て
後
土
御
門
天
皇
の
黒
戸
で
張
行
さ
れ
た

北
野
法
楽
の
千
句
連
歌
は
、
初
め
て
の
禁
裏
千
句
と
し
て
特
別
視
さ
れ
（
『
実
隆
公
記
』
文
明
十
三

年
二
十
五
日
条
）
、
そ
の
成
就
は
天
下
泰
平
の
瑞
相
と
さ
れ
た
（
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
同
日
条
）
。

禁
裏
千
句
は
以
降
、
十
四
年
二
月
、
十
四
年
二
月
、
十
六
年
二
月
、
十
七
年
六
月
、
十
八
年
四
月
、

十
九
年
（
長
享
元
年
）
六
月
と
、
文
明
後
期
に
あ
っ
て
は
年
に
一
度
、
天
神
忌
日
の
二
月
二
十
五
日
、

も
し
く
は
天
神
生
誕
日
の
六
月
二
十
五
日
の
前
後
、
北
野
社
法
楽
を
目
的
と
し
て
張
行
さ
れ
た
。

（
小
森
崇
弘
「
応
仁
・
文
明
の
乱
後
の
禁
裏
文
芸
壇
と
足
利
将
軍
家
」『
戦
国
禁
裏
と
公
家
社
会
の

文
化
史―

後
土
御
門
天
皇
期
を
中
心
に
』
、
小
森
崇
弘
君
著
書
刊
行
委
員
会
、
二
〇
一
〇
） 

〔
中
略
〕 

長
享
・
延
徳
・
明
応
年
間
、
千
句
張
行
は
毎
年
恒
例
の
行
事
で
は
な
く
な
り
、
二
月
と
六
月
の
法
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楽
二
百
韻
に
縮
小
化
さ
れ
る
。
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日
の
北
野
法
楽
千
句
は
、
当
代
連
歌
の
頂

点
に
位
置
す
る
催
し
と
し
て
、
後
土
御
門
天
皇
連
歌
壇
の
最
盛
期
に
張
行
さ
れ
た
千
句
で
あ
る
。
そ

の
千
句
の
一
巻
で
あ
る
実
隆
独
吟
連
歌
百
韻
は
、
諸
記
録
に
よ
っ
て
成
立
の
大
概
を
知
り
得
る
希

少
な
事
例
で
あ
り
、
綿
屋
文
庫
蔵
懐
紙
改
装
巻
子
本
は
、
連
歌
張
行
・
指
合
修
正
・
本
文
治
定
の
三

段
階
を
留
め
る
室
町
中
期
の
連
歌
懐
紙
原
本
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。 

本
発
表
で
は
、
発
句
や
三
つ
物
、
行
様
を
確
認
し
、
同
連
歌
会
の
他
作
品
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
当
該

連
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
。
ま
た
、
法
楽
連
歌
と
し
て
の
特
性
が
み
ら
れ
る
神
祇
の
句
や
述
懐
の
句

に
注
目
す
る
。 

 

〔『
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日 
北
野
社
御
法
楽
』
の
概
要
〕 

 
 

「
解
題
」
に
以
下
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
。 

 

原
本
に
は
、
次
に
示
す
十
五
句
十
九
箇
所
に
擦
り
消
し
に
よ
っ
て
語
句
を
訂
正
し
た
痕
跡
が
あ
る
。 

 

 

 

（
本
百
韻
と
同
一
の
端
作
を
有
す
る
連
歌
百
韻
二
巻
） 

 

○
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
御
連
歌
』
端
作
『
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日
／
北
野
社
御
法
楽
』 

賦
物
「
賦
山
何
連
歌
」
作
者
：
後
土
御
門
天
皇 

・
列
聖
全
集
編
纂
会 

編
『
皇
室
文
学
大
系 

第
一
輯
』
（
一
九
七
九
）
東
京
：
名
著
普
及
会 

 

 

○
曼
殊
院
蔵
『
文
明
十
九
年
六
月
朝
何
百
韻
』
端
作
「
文
明
十
九
年
六
月
二
五
日
／
北
野
社
御
法
楽
」 

賦
物
「
賦
朝
何
連
歌
」
作
者
：
甘
露
寺
親
長 

 
 

＊
三
十
四
箇
所
の
擦
り
消
し
修
正
が
あ
る
。 
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＊
適
宜
濁
点
を
付
し
、
表
記
は
私
に
改
め
た
。

（
連
衆
） 

・
後
土
御
門
天
皇
（
四
十
六
歳
） 

・
近
衛
政
家
（
前
関
白
・
四
十
三
歳
） 

・
西
園
寺
実
遠
（
左
大
臣
・
四
十
三
歳
） 

・
大
炊
御
門
信
量
（
右
大
臣
・
四
十
六
歳
） 

・
中
院
通
秀
（
前
内
大
臣
・
六
十
歳
） 

・
徳
大
寺
実
淳
（
前
内
大
臣
・
四
十
三
歳
） 

 

 

・
葉
室
教
忠 

（
大
宰
権
帥
・
前
権
大
納
言
・
六
十
五
歳
） 

・
勧
修
寺
教
秀
（
権
大
納
言
・
六
十
二
歳
） 

・
甘
露
寺
親
長
（
前
権
中
納
言
・
六
十
四
歳
） 

・
三
条
西
実
隆 

（
侍
従
・
権
中
納
言
・
三
十
三
歳
） 

・
姉
小
路
基
綱
（
参
議
・
四
十
七
歳
） 

 

こ
の
十
一
名
が
一
堂
に
会
し
て
独
吟
し
た
百
韻
十
一
巻
は
、
の
ち
に
あ
わ
せ
て
北
野
法
楽
千
句
・
追
加

平
野
法
楽
百
韻
と
し
て
奉
納
さ
れ
た
。『
後
法
興
院
記
』
よ
り
、
張
行
日
の
五
日
前
の
六
月
二
十
日
、
後

土
御
門
天
皇
の
側
近
よ
り
禁
裏
に
お
い
て
お
の
お
の
独
吟
に
よ
り
法
楽
連
歌
を
張
行
す
る
旨
と
発
句
題

は
「
納
涼
」
と
す
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。 

 

張
行
日
の
二
日
後
の
六
月
二
十
七
日
、
禁
裏
よ
り
指
合
の
修
正
を
求
め
ら
れ
た
政
家
は
、
天
皇
が
不
審

を
付
し
た
箇
所
を
訂
し
て
懐
紙
を
進
上
し
な
お
し
て
い
る
。（
『
後
法
興
院
記
』
）
前
述
の
現
存
懐
紙
に
擦

り
消
し
が
多
い
の
は
、
天
皇
の
指
摘
に
よ
り
指
合
を
訂
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五

日
の
北
野
法
楽
千
句
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
意
志
と
指
導
の
も
と
に
張
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

〔
翻
刻
〕  

《
凡
例
》  

 

一
、
底
本
は
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館 

編 

『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

第 3
1

巻 
連
歌
巻 

 

子
本
集
一
』
を
用
い
、
適
宜
濁
点
を
補
っ
た
。 

 

一
、
原
文
の
行
間
を
調
整
し
て
い
る
が
内
容
の
改
変
は
行
っ
て
い
な
い 

 

一
、
上
部
に
通
し
番
号
を
付
し
、
活
字
化
し
た
。
表
記
に
際
し
て
は
、
旧
字
体
を
現
代
の
通
行
字
体

に
改
め
、
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。 

 

一
、
句
の
下
部
に
部
立
を
記
し
て
い
る
。 

 

一
、
本
文
整
理
に
際
し
、
次
の
二
つ
の
諸
本
を
参
考
に
翻
刻
を
行
っ
た
。 

 

①
文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日
／
北
野
社
御
法
楽
／
賦
唐
何
連
歌 

 

   
 

 
 

 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
広
島
大
学
文
学
部
，
福
井
文
庫
，
国
文/4

7
4

8
/N

 

『
国
書
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
』 h

ttp
s://k

o
k

u
sh

o
.n

ijl.ac.jp
/b

ib
lio

/1
0

0
0

1
8

9
6

2
/4

?
ln

=
ja

 
 

 
 

 
 
→

天
理
本
の
錯
簡
訂
正
前
の
写
本 

  

https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100018962/4?ln=ja
https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100018962/4?ln=ja
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②
文
明
十
九
年
六
月
廿
五
日
北
野
社
御
法
樂
唐
何 

 

［
写
］
江
戸
後
期 

 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
東
京
大
学
総
合
図
書
館
，
連
歌
俳
諧
集
成
，
青
洲
文
庫(3

4
0

2
) 

『
国
書

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』h

ttp
s://k

o
k

u
sh

o
.n

ijl.ac.jp
/b

ib
lio

/1
0

0
4

1
9

9
2

0
/3

?
ln

=
ja

 
 

一
、
『
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

第

3
1

巻 

連
歌
巻
子
本
集
一
』
の
解
題
に
「
原
本
に
は
第
二 

 
 

 
 

 
 

 

紙
か
ら
第
六
紙
に
か
け
て
錯
簡
が
あ
る
。
」
と
あ
り
、
解
題
の
著
者
で
あ
る
尾
崎
千
佳
氏
が
錯
簡

訂
正
を 

行
っ
て
い
る
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100419920/3?ln=ja
https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100419920/3?ln=ja
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文
明
十
九
年
六
月
廿
五
日  

 
 

 
 

（
初
折
表
） 

北
野
社
御
法
楽 

 

賦
唐
何
連
歌 

 

 
 １ 

こ
ぬ
秋
は
た
が 

 

偽
ぞ
松
の
風  

実
隆   

 
 

 

（
夏
・
植
物
）  

 
 ２ 

苔
に
露
ち
る 

 

夕
立
の
あ
と  

  
  

  
 

 
 

（
夏
・
降
物
）  

 

３ 

月
は
い
さ
こ
り
し
く 

 

雲
の
峯
こ
え
て  

  
   

（
雑
・
光
物
・
聳
物
）  

 
 ４ 

岩
が
ね
ま
く
ら 

 

な
が
き
夜
の
空  

  
  

 
 

 
 

 

（
雑
） 

 

  
 ５ 

い
ね
が
て
に
独
や 

 

鹿
の
う
ら
む
ら
む  

  
   

（
秋
・
動
物
） 

 

 

６ 

虫
の
な
く
音
も 

 

し
げ
き
野
の
末  

  
 

 
 

（
秋
・
動
物
） 

 

 
 ７ 

影
よ
わ
き
日
は
く
れ 

 

行
も
程
な
く
て  

  
   

 
 

 
 

 

（
雑
）  

 

８ 

小
川
の
水
か 

 

し
ろ
き
一
す
ぢ  

   
 

 

（
雑
・
水
辺
） 

 

（
初
折 

裏
）  

９ 

帯
に
せ
る
渓
は
る 

 

か
な
る
山
た
か
み  

 
 

（
雑
・
水
辺
・
山
類
）  

 
 

10 

ふ
も
と
を
き
け
ば 

 

鳥
か
へ
る
声 

 
 

 

（
雑
・
動
物
・
山
類
） 

  

11 

家
ぢ
と
は
花
の 

 

陰
を
や
た
の
ま
ゝ
し   

 
 

（
春
・
植
物
） 

 
 

12 

う
へ
を
く
さ
く
ら 

 

春
も
か
ぎ
ら
ず  

  
   

 
 

（
春
・
植
物
）  

 

13 

待
人
は
年
に 

 

ま
れ
な
る
契
に
て  

   
 

 
 

（
恋
） 

 

 
 

14 

わ
す
ら
れ
は
て
ば 

身
を
い
か
に
せ
む  

  
  

 
 

（
恋
） 

 

  
 

 
15 

霜
雪
の
よ
る
の 

 

枕
の
も
の
お
も
ひ  

  
 

 

（
冬
・
降
物
）  

 
 

16 

老
て
は
月
も 

 

う
と
か
り
ぬ
べ
し  

  
 

 

（
雑
・
述
懐
）  

 
 

17 

う
き
秋
に
も
ろ
き 

 

涙
を
は
ら
ひ
か
ね  

  
 

 
 

 
 

（
秋
）  

 

18 

雁
も
旅
な
る 

 

こ
ゑ
の
あ
は
れ
さ  

  
  

 
 

（
秋
・
旅
）  

 

19 

か
ら
ろ
を
す
船
子 

 

の
う
た
ふ
浦
遠
み 

 
 

（
雑
・
水
辺
） 

 

 
 

20 

し
ほ
あ
ひ
は
や
し 

 

む
し
あ
け
の
せ
と   

（
雑
・
水
辺
・
名
所
）  

 

21 

た
つ
波
は
松
の 

 

ひ
ゞ
き
に
か
よ
ひ
き
て
（
雑
・
水
辺
・
植
物
）  

 
 

22 

似
た
る
を
こ
そ
は  

 
 

 
 

 

そ
の
友
と
す
れ  

  
  

  
 

（
雑
・
人
倫
）  
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（
二
折 

表
）  

23 
我
ゆ
へ
に
人
の 

 
な
き
名
の
も
れ
は
お
し   

 

（
恋
・
人
倫
）  

 
 

24 

あ
だ
な
る
恋
に 

 

た
ゆ
る
玉
の
緒  

   
 

 
 

（
恋
） 

 

25 

法
を
聞
世
に 

 

あ
ひ
あ
ふ
は
か
た
か
れ
や  

（
恋
・
釈
教
） 

 

 

26 

竹
の
宮
こ
は 

 

神
さ
び
に
け
り  

  
 

 
 

（
雑
・
神
祇
）  

 
 

27 

わ
が
君
の
と
き
は
の 

 

か
げ
を
い
の
り
き
て   

 
  

（
雑
・
人
倫
）  

 

28 

く
も
ら
ぬ
月
に 

 

む
か
ふ
う
れ
し
さ  

   
 

（
雑
・
光
物
） 

 

29 

こ
の
里
は
時
雨
を 

 

よ
そ
の
秋
の
風  

  
   

（
秋
・
降
物
） 

 

 

30 

紅
葉
の
山
よ 

 

い
づ
く
と
は
ま
し  

  
 

（
秋
・
植
物
） 

 

 

31 

あ
か
ざ
り
し
吉
野
の 

 

花
に
春
く
れ
て  

  
 

（
春
・
名
所
・
植
物
） 

 

 
 

32 

か
す
み
の
お
く
ぞ 

 

行
人
も
な
き  

  
  

  

（
春
・
聳
物
） 

 

 

33 

河
水
は
と
け
て 

 

幾
日
の
雪
の
声  

（
春
・
水
辺
・
降
物
） 

 

 

34 

お
き
の
し
ら
す
も 

 

波
に
き
え
け
り   

 

（
雑
・
水
辺
） 

35 

雲
ち
か
く
あ
し
べ
の  

 
 

 

た
づ
の
な
き
た
ち
て   

（
雑
・
聳
物
・
動
物
）  

 
 

36 

明
や
す
き
夜
の  

 
 

 

月
ぞ
か
た
ぶ
く  

  

（
雑
・
光
物
・
時
分
） 

 

（
二
折 

裏
）  

37 

黒
か
み
の
あ
か
ぬ 

 

手
枕
し
き
か
は
し  

  
  

 

（
恋
・
時
分
）  

 
 

38 

た
が
ふ
な
よ
ゆ
め 

 

わ
が
お
も
ふ
す
ぢ  

  
 

 

（
雑
・
人
倫
）  

 
 

39 
心
こ
そ
時
に
つ
け 

 
て
も
か
は
る
な
れ  

   
 

 
 

（
雑
） 

 
 

40 

道
は
た
え
せ
ぬ 

や
ま
と
こ
と
の
は  
  

 
 

 

（
雑
） 

 

 
 

41 

さ
く
梅
の
花
ぞ 

 

む
か
し
の
初
せ
山  

 

（
春
・
植
物
・
名
所
）  

 
 

42 

か
す
む
檜
原
は 

 

色
だ
に
も
な
し  

  
  

 
 

（
春
・
山
類
）  

 

43 

永
日
は
雲
の 

 

い
く
へ
を
め
く
る
ら
む   

（
雑
・
聳
物
） 

 

 
 

44 

く
る
と
あ
く
と
も 

 

わ
か
ぬ
五
月
雨  

   
 

   

（
夏
・
降
物
）  

 

45 

し
の
び
ね
も
い
ま
は 

 

か
た
ら
へ
郭
公  

  
  

 
 

（
夏
・
動
物
）  

 

46 

や
よ
つ
れ
な
き
も 

 

か
ぎ
り
こ
そ
あ
れ  

  
  

 
 

 
 

（
恋
） 
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47 
う
き
に
我
た
へ
て
は 

 
さ
の
み
な
が
ら
へ
し  

   
 

（
恋
・
人
倫
）  

 
 

48 

す
み
す
て
ば
や
の 

 

草
の
か
り
庵  

   
 

  

（
雑
・
居
所
） 

 

 
 

49 

月
な
く
ば
露
の 

 

さ
む
し
ろ
寝
ら
れ
め
や   

（
秋
・
降
物
） 

 

 
 

50 

秋
の
あ
わ
れ
は 

 

夢
か
へ
る
程  

  
  

  
 

 
 

（
秋
） 

 

 
 

（
三
折 

表
）  

51 

ほ
の
か
な
る
野
寺
の 

 

鐘
の
身
に
し
み
て   

 
 

（
秋
・
釈
教
） 

 

 
 

52 

た
ゞ
け
ふ
の
み
の 

 

花
の
夕
風  

  
  

   
 

 
 

（
春
・
植
物
）  

 
 

53 

鶯
も
春
の 

 

別
は
お
し
か
れ
や  

   
 

 

（
春
・
動
物
）  

 
 

54 

入
べ
き
も
の
か 

 

雲
か
す
む
山  

  
  

  
 

 

（
春
・
聳
物
）  

 

55 

世
中
は
い
と
ふ
に 

 

か
た
き
な
ら
ひ
に
て  

  
 

 

（
雑
・
述
懐
） 

 

 
 

56 

つ
ら
き
な
が
ら
も 

 

な
が
き
ち
ぎ
り
ぞ  

   
 

（
雑
・
述
懐
） 

 

 

57 

我
な
ら
で
わ
く
る 

 

跡
な
き
蓬
生
に  

  
 

（
雑
・
人
倫
・
植
物
）  

 
 

 

58 

み
る
だ
に
す
ご
し 

 

あ
る
ゝ
ふ
る
さ
と  

  
  

 

（
雑
・
述
懐
）  

 
 

59 

簾
た
え
う
て
な 

 

か
た
ぶ
く
露
の
底  

   
 

 

（
秋
・
降
物
）  

 
 

60 

風
の
分
た
つ 

 

月
の
入
か
た  

  
   

 
 

 

（
秋
・
光
物
）  

 

61 

す
が
る
な
く
山
路
の 

 

旅
の
い
か
な
ら
む  

  
  

 
 

（
雑
・
旅
）  

 
 

62 

と
を
き
さ
か
ひ
は 

 

き
く
つ
て
も
が
な  

  
  

 
 

（
雑
） 

 

 
 

63 

ま
ぼ
ろ
し
の
か
た
る 

 

こ
と
葉
も
あ
る
物
を  

   
 

（
雑
） 

 

 
 

64 

し
の
ぶ
中
も
や 
 

は
て
は
も
れ
な
む  

  
  

 
 

（
恋
） 

 

 

65 

わ
す
れ
草
心
に 

 

う
ふ
る
道
し
ら
で  

  
  

 
 

（
恋
） 

 

 
 

66 

き
し
か
た
お
も
ふ 

 

涙
お
ち
け
り  

  
   

 
 

 
 

（
雑
） 

 

 
 

67 

を
の
が
身
を
な
げ
く
や 

 

小
野
ゝ
雪
の
中  

  
   

 
 

（
冬
・
降
物
）  

 
 

68 

炭
や
く
を
き
な 

 

年
ふ
か
く
み
ゆ  

  
   

 

（
冬
・
人
倫
） 

 

 
 

69 

こ
る
柴
に
冬
さ
く 

 

梅
を
折
そ
へ
て  

  
  

 
 

（
冬
・
植
物
） 
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70 
や
ぶ
し
わ
か
ず
や 

 

ひ
は
て
ら
す
ら
む  

  
  

 

（
雑
・
光
物
）  

 

71 

秋
の
月
心
の 

 

く
ま
も
の
こ
す
な
よ  

   

（
秋
・
光
物
） 

 

 

72 

霧
た
ち
き
え
て 

 

す
め
る
河
な
み  

 

（
秋
・
聳
物
・
水
辺
）  

 
 

73 

風
に
ち
る
露
の 

 

玉
藻
の
な
び
き
あ
ひ  

（
秋
・
降
物
・
水
辺
）  

 
 

74 

夜
を
待
ほ
た
る 

 

ひ
か
り
た
え
〴
〵 

  
  

 

（
夏
・
動
物
）  

 
 

75 

ふ
か
き
窓
お
く
ゆ
か 

 

敷
も
す
み
な
し
て 

  
  

 

（
雑
・
居
所
）  

 

76 

た
の
む
も
と
お
き  

 

人
の
お
ひ
さ
き   

 
 

（
雑
・
人
倫
） 

 

 
 

77 

ね
ぎ
ご
と
の
い
ふ
か
ひ 

 

な
く
は
よ
も
あ
ら
じ 

 
 

（
雑
・
神
祇
）  

 
 

78 

こ
の
野
ゝ
神
は 

 

手
向
う
く
な
り   

 
 

（
雑
・
神
祇
） 

 

 
 

（
名
残
折 

表
） 

79 

み
こ
し
岡
み
ゆ
き 

 

の
道
の
残
り
つ
ゝ   

（
雑
・
神
祇
） 

 

80 

か
き
を
く
跡
に 

 

み
ぬ
よ
を
ぞ
し
る   

 

（
雑
・
述
懐
） 

 

 
 

81 

た
ら
ち
ね
の
諫
は 

 

夢
に
成
は
て
ゝ  

  
 

（
雑
・
述
懐
） 

 

82 

た
ゞ
わ
れ
か
ら
と 

 

物
お
も
ふ
時  

   
 

 

（
雑
・
述
懐
） 

 

 
 

83 

月
も
又
な
み
だ
の 

 

底
に
明
す
ぎ
ぬ  

   
 

（
雑
・
光
物
） 

 

 
 

84 

裳
す
そ
も
ぬ
る
ゝ 

 

露
の
さ
ゝ
原  

  
   

（
秋
・
衣
裳
・
降
物
）  

 
 

85 

さ
き
に
ほ
ふ
秋
萩 

 

し
の
ぎ
分
る
野
に 

  
  

 

（
秋
・
植
物
）  

 
86 

ふ
る
江
に
つ
づ
く 

 

沢
水
の
末 

  
   

 
 

 

（
雑
・
水
辺
）  

 
 

87 

ひ
き
す
て
ゝ
く
ち
た
る 

 

船
に
鷺
の
ゐ
て  

  
 

 
 

 
 

（
雑
）  

 
 

88 

夕
の
雨
に 

 

あ
ふ
人
は
な
し  

  
 

（
雑
・
降
物
・
時
分
）  

 
 

89 

か
た
山
の
花
や 

 

今
朝
は
た
ち
り
ぬ
ら
ん
（
春
・
山
類
・
時
分
）  

 
 

90 

若
葉
に
よ
は
き 

 

春
風
の
音  

  
  

   
 

（
春
・
植
物
） 

 

 
 

91 

雲
は
今
お
ぼ
ろ 

 

月
夜
に
立
そ
び
て   

（
春
・
聳
物
・
光
物
）  

 
 

92 

は
つ
か
に
み
る
に 

 

あ
か
ぬ
お
も
影  

  
   

 

（
雑
） 

 

 

93 

馴
て
後
つ
ら
き 

 

  
  

心
の
あ
ら
は
か
し 

  
   

 

（
雑
・
述
懐
） 
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94 
そ
ら
な
し
た
ひ
そ 

  
  

篭
に
い
る
鳥 

  
  

   
 

 

（
雑
・
動
物
） 

 

 
 

95 

野
も
山
も
雪
に 

 

  
  

と
ぢ
た
る
比
な
れ
や 

 

（
冬
・
降
物
・
山
類
）  

 
 

96 

都
の
う
ち
も 

 

風
の
さ
む
け
さ  

  
 

  
 

 
 

 

（
冬
）  

 
 

97 

庭
の
松
そ
と
も
の 

 

  
  

竹
の
陰
ふ
か
み 

  
  

（
雑
・
植
物
・
居
所
） 

 

 
 

98 

か
き
ね
を
み
れ
ば 

 

   
 

菊
の
色
〳
〵 

  
   

 

（
秋
・
植
物
・
居
所
）  

 
 

99 

う
つ
ろ
ふ
や
月
の 

 

  
  

 

下
水
し
ず
か
に
て 

  

（
秋
・
光
物
・
水
辺
）  

 

100 

す
ま
む
雲
井
の 

 

   
 

秋
の
久
し
さ  

  
   

 

（
秋
・
聳
物
） 

 

  
 

実
隆  

独
吟 

  

 

一
、
発
句
と
三
つ
物
に
つ
い
て 

一―

一
、
三
つ
物 

発
句
に
つ
い
て
は
、
二
条
良
基
が
『
筑
波
問
答
』
で
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。 

当
道
の
至
極
の
大
事
、
た
ゞ
発
句
に
て
侍
な
り
。
発
句
わ
ろ
け
れ
ば
一
座
み
な
け
が
さ
る
。（
中
略
）

発
句
の
よ
き
と
は
申
は
深
き
心
の
こ
も
り
、
詞
優
し
く
、
気
高
く
新
し
く
、
当
座
の
儀
に
か
な
ひ
た
る

を
上
品
と
は
申
す
也
。 

こ
の
よ
う
に
、
連
歌
に
お
い
て
発
句
は
重
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
地
知
鐵
男
氏
『
連
歌
の
世
界
』
で
は
、

「
古
来
発
句
の
故
実
と
し
て
は
、
第
一
に
張
行
の
折
の
季
節
、
と
所
の
状
景
・
景
気
を
違
え
ず
詠
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
発
句
は
場
へ
の
挨
拶
と
い
う
役
割
を
持
つ
。 

脇
句
に
つ
い
て
は
、
『
筑
波
問
答
』
で
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。 

脇
句
は
発
句
を
受
け
て
す
る
事
な
れ
ば
、
さ
の
み
心
籠
る
事
な
ど
あ
る
ま
じ
け
れ
ど
、
こ
れ
も
あ
ま

り
平
懐
な
ら
ん
は
悪
く
や
。 

あ
く
ま
で
発
句
の
意
に
逆
ら
わ
ず
、
そ
え
る
よ
う
に
付
け
る
の
が
よ
い
と
い
う
。 

第
三
の
句
に
つ
い
て
は
、
宗
牧
が
「
発
句
の
心
を
離
れ
、
少
し
脇
に
縁
有
や
う
に
い
出
す
べ
し
。
」
と
説
い

て
お
り
、
第
三
の
句
で
意
味
を
転
じ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

連
歌
は
、
前
句
に
付
け
て
前
々
句
か
ら
離
れ
る
と
い
う
原
則
に
基
づ
い
て
展
開
し
て
く
。
そ
の
た
め
、
意

味
的
な
繋
が
り
の
最
小
単
位
は
、
三
句
で
あ
り
、
巻
頭
の
三
句
は
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

現
存
す
る
当
該
連
歌
と
同
一
の
端
作
を
有
す
る
後
土
御
門
天
皇
と
甘
露
寺
親
長
に
よ
る
連
歌
百
韻
と
の

比
較
を
通
じ
て
実
隆
の
表
現
を
考
察
す
る
。 
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〈
実
隆
〉  

１ 

こ
ぬ
秋
は
た
が  

偽
ぞ
松
の
風     

 
（
夏
・
植
物
）  

  

２ 

苔
に
露
ち
る  

夕
立
の
跡    

 

（
夏
・
降
物
）  

  

３ 

月
は
い
さ
こ
り
し
く  

雲
の
峯
こ
え
て 

（
雑
・
光
物
・
聳
物
）  

 

〈
後
土
御
門
天
皇
〉  

１ 

明
に
け
り
涼
し
き    

 

か
げ
の
一
夜
松 

 

（
夏
・
植
物
） 

 

２ 

残
る
月
に
ぞ  

 
 

 

   
 

 

宮
ゐ
夏
な
き 

 （
夏
） 

 
３ 

 
人
通
ふ
川
上 

    
 

 
と
を
く
道
み
え
て 

 

（
雑
・
水
辺
） 

 

〈
親
長
〉  

 
 

１ 

す
ゝ
し
さ
を
よ
そ
に
も  

  
  

 

と
は
ぬ
木
陰
か
な 

（
夏
・
植
物
）  

 
 

２ 

月
ま
ち
い
で
つ  

   
 

 

水
む
す
ぶ
く
れ   

（
夏
・
水
辺
・
時
分
） 

 
 

３ 

程
も
な
く
秋
の
日  

 
 

 
 

な
み
に
う
つ
り
来
て 

（
秋
・
水
辺
）   

 

そ
れ
ぞ
れ
の
発
句
を
比
較
す
る
と
、
後
土
御
門
天
皇
と
親
長
が
「
涼
し
」
と
い
う
語
で
「
納
涼
」
を
表
し

て
い
る
の
に
対
し
、
実
隆
は
、
「
涼
し
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
な
い
。
次
に
、
発
句
を
取
り
上
げ
、
実
隆

が
ど
の
よ
う
に
「
納
涼
」
を
表
現
し
て
い
る
の
か
考
察
す
る
。 

 

一―

二
、
発
句 

 

１ 

こ
ぬ
秋
は
た
が
偽
ぞ
松
の
風 

 

 

〇
た
が
ー
だ
れ
の  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
用
例
】
＊
傍
線
は
発
表
者
に
よ
る
。
（
実
隆
の
発
句
と
類
似
し
て
い
る
語
に
引
い
た
。
） 

『
草
庵
集
』
恋
・
九
六
三
（
頓
阿
） 

不
断
光
寺
に
て
歌
よ
み
侍
り
し
に
、
待
恋 

と
は
れ
ね
ば
中
中
つ
ら
き
偽
り
を
た
が
た
め
と
て
か
ち
ぎ
り
お
き
け
ん 

 

 

『
拾
遺
愚
草
』
秋
・
一
七
四
九
（
定
家
） 

秋
き
ぬ
と
た
が
こ
と
の
は
か
つ
げ
そ
め
し
お
も
ひ
立
田
の
山
の
下
露 

 

〇
松―

 

黒
松
・
赤
松
な
ど
、
マ
ツ
科
の
常
緑
針
葉
樹
の
総
称
。
落
葉
せ
ず
、
ま
た
樹
齢
の
長
い
こ
と
か
ら
、 

長
寿
の
象
徴
と
な
る
。
あ
る
い
は
治
政
や
世
の
繁
栄
が
長
く
永
遠
に
続
く
こ
と
を
祈
る
場
合
に
も 

 
 

 

用
い
ら
れ
る
。
（
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
よ
り
抜
粋
） 
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『
都
名
所
図
会
』
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
初
版 

 

（
＊
秋
里
湘
夕
『
都
名
所
図
会 

２
』
よ
り
転
記
） 

 
 

絵
か
ら
北
野
社
に
松
が
植
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
た
め
、
松
は
北
野
社
に
ゆ
か
り
が
あ
る
と
い

え
る
。 

  

〇
松
の
風―

松
を
吹
く
風
。
賀
の
意
や
漢
詩
的
趣
向
内
容
を
込
め
た
詠
も
多
い
。 

（
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
よ
り
抜
粋
） 

【
用
例
】 

『
宗
碩
発
句
集
』
一
九
〇
・
夏 

涼
し
さ
や
け
ふ
み
ん
人
の
松
の
風 
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『
兼
如
発
句
帳
』
三
九
二
・
夏
（
兼
如
） 

涼
し
さ
を
つ
た
へ
て
い
く
代
松
の
風 

 

［
通
釈
］ 

秋
が
来
な
い
と
い
っ
た
の
は
誰
の
嘘
だ
。
松
に
風
が
吹
い
た
ら
涼
し
い
で
は
な
い
か
。 

 

 

◎
納
涼
題
の
詠
み
方 

 

「
松
」
と
「
こ
ぬ
秋
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
用
例
を
あ
げ
る
。 

【
用
例
】 

『
自
然
斎
発
句
集
』
八
三
七
・
夏
（
宗
祇
） 

松
に
け
さ
こ
ぬ
秋
く
ら
す
嵐
か
な 

 

『
老
耳
集
』
二
六
八
（
宗
長
） 

こ
ぬ
秋
風
そ
松
に
音
す
る 

 

『
兼
如
発
句
帳
』
三
八
一 

博
多
の
松
原
に
て 

松
原
は
こ
ぬ
秋
風
の
や
と
り
か
な 

  

宗
祇
の
「
松
に
け
さ
～
」
の
句
は
、
「
こ
ぬ
秋
」
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
で
夏
の
句
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
宗
長
や
兼
如
の
句
か
ら
、
松
と
「
こ
ぬ
秋
風
」
を
関
連
さ
せ
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

実
隆
は
、
「
こ
ぬ
秋
」
と
「
松
」
の
取
り
合
わ
せ
に
よ
り
「
納
涼
」
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

「
松
」
は
、
北
野
社
と
由
縁
が
あ
る
た
め
、
発
句
と
し
て
場
の
挨
拶
と
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

二
、
行
様
に
つ
い
て 

後
土
御
門
天
皇
と
甘
露
寺
親
長
と
の
三
作
品
の
行
様
を
比
較
す
る
た
め
、
三
者
の
百
韻
の
部
立
・
素
材
参

考
資
料
の
表
に
示
し
た
。 

 

〔
部
立
〕
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑 

〔
素
材
〕
光
物
・
時
分
・
聳
物
・
降
物
・
山
類
・
水
辺
・
動
物
・

植
物
・
人
倫
・
居
所
・
衣
裳
・
旅
・
名
所
・
恋
・
述
懐
・
神
祇
・
釈
教 

＊
（
光
田
和
伸
（
二
〇
〇
七
）
「
連
歌
の
「
詠
み
方
」
と
「
読
み
方
」」
『
日
本
研
究
』
第
三
六
巻
一
三
九

―

一
六
四
頁
）
を
参
考
に
部
立
・
素
材
を
判
断
し
た
。 

 

百
韻
連
歌
の
正
式
な
作
法
で
は
四
枚
の
懐
紙
を
用
い
、
横
二
つ
に
折
り
、
そ
の
裏
表
に
初
折
か
ら
八
・
十

四
、
十
四
・
十
四
、
十
四
・
十
四
、
十
四
・
八
句
ず
つ
書
き
と
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
表
を
八
つ
に
分
け
て
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い
る
。
ま
た
、
二
条
良
基
の
『
筑
波
問
答
』
で
は
、
連
歌
の
行
様
に
つ
い
て
、
雅
楽
の
「
序
破
急
」
に
喩
え
、

「
一
の
懐
紙
は
、
序
、
二
の
懐
紙
は
破
、
三
・
四
の
懐
紙
は
急
に
て
あ
る
べ
し
」
と
説
く
。 

 

 ◎
比
較
を
し
た
結
果
の
気
づ
き 

（
一
）
、 

名
所
の
句
を
、
実
隆
（
三
句
）
、
後
土
御
門
天
皇
（
四
句
）
、
親
長
（
六
句
）
詠
ん
で
い
る
。 

（
二
）
、 

神
祇
の
句
を
、
実
隆
（
三
句
）
、
後
土
御
門
天
皇
（
三
句
）
、
親
長
（
二
句
）
詠
ん
で
い
る
。 

（
三
）
、 

述
懐
の
句
を
、
実
隆
（
八
句
）
、
後
土
御
門
天
皇
（
五
句
）
、
親
長
（
三
句
）
と
実
隆
が
最
も
多

く
、
述
懐
の
句
を
詠
ん
で
い
る
。 

 

三
、
行
様
の
気
づ
き
を
得
て 

 

三―

一
、
名
所 

 

19 

か
ら
ろ
を
す
船
子 

の
う
た
ふ
浦
遠
み 

 
 

（
雑
・
水
辺
） 

 

20 

し
ほ
あ
ひ
は
や
し 

む
し
あ
け
の
せ
と   

 

（
雑
・
名
所
・
水
辺
） 

 

21 

た
つ
波
は
松
の 

ひ
ゞ
き
に
か
よ
ひ
き
て 

（
雑
・
水
辺
・
植
物
） 

 

30 

紅
葉
の
山
よ 

い
づ
く
と
は
ま
し  

  
 

（
秋
・
植
物
） 

 

31 

あ
か
ざ
り
し
吉
野
の 

花
に
春
く
れ
て  

  
 

（
春
・
名
所
・
植
物
） 

 

32 

か
す
み
の
お
く
ぞ 

行
人
も
な
き  
  

  
  

（
春
・
聳
物
） 

 

40 

道
は
た
え
せ
ぬ 

や
ま
と
こ
と
の
は  

  
 

 
 

（
雑
） 

 
41 
さ
く
梅
の
花
ぞ 

む
か
し
の
初
せ
山  

 
 

（
春
・
植
物
・
名
所
） 

 

42 

か
す
む
檜
原
は 

色
だ
に
も
な
し  

  
  

 
 

（
春
・
山
類
） 

 

20 

〇
む
し
あ
け
の
せ
と
ー
備
前
国
の
歌
枕
。
『
狭
衣
物
語
』
巻
一
末
尾
の
飛
鳥
井
の
女
君
投
身
の
舞
台
と
し
て 

著
名
。
（
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
よ
り
抜
粋
） 

 

【
用
例
】 

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
九
』
「
狭
衣
物
語
」
一
五
一
頁 

寄
せ
返
る
波
ば
か
り
見
え
わ
た
り
つ
つ
、
船
の
は
る
か
に
漕
ぎ
行
く
が
、
い
と
心
細
き
声
に
て
、
「
虫

明
の
瀬
戸
へ
来
よ
」
と
歌
う
が
、
い
と
あ
は
れ
な
れ
ば
。 

 

  
 

 

流
れ
て
も
逢
ふ
瀬
あ
り
や
と
身
を
投
げ
て
虫
明
の
瀬
戸
に
待
ち
こ
こ
ろ
み
む 
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『
拾
遺
愚
草
』
一
一
六
九
・
（
定
家
） 

し
る
べ
せ
よ
む
し
あ
け
の
せ
と
の
松
の
風
ほ
か
行
く
浪
の
し
ら
ぬ
別
に 

 

『
雪
玉
集
』
二
七
八
九
（
実
隆
） 

古
渡
秋
夕 

 

松
に
吹
く
う
ら
わ
の
風
も
あ
き
は
な
ほ
夕
か
な
し
き
む
し
あ
け
の
せ
と 

 

 

「
狭
衣
物
語
」
に
「
船
の
は
る
か
に
漕
ぎ
行
く
が
」
と
あ
る
。
１
９
句
目
の
「
か
ら
ろ
を
す
船
子
の
う
た
ふ

浦
遠
み
」
と
の
関
連
が
み
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
「
松
」
と
「
む
し
あ
け
の
せ
と
」
を
取
り
合
わ
せ
た
用
例
が
複
数
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
備
前
国

の
現
地
に
松
が
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
２
１
句
目
の
「
た
つ
波
は
松
の
ひ
ゞ
き
に
か
よ
ひ
き
て
」
で
は
、

「
狭
衣
物
語
」
か
ら
は
離
れ
、
備
前
国
の
「
む
し
あ
け
の
せ
と
」
を
詠
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
。 

 

31 

〇
吉
野―

大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
南
部
、
吉
野
郡
一
帯
と
五
條
市
の
一
部
を
指
す
。
（
中
略
）
一

般
に
吉
野
が
桜
の
名
所
と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
は
、
平
安
時
代
後
期
で
あ
る
。（
中
略
）『
金
葉
集
』
に
、

「
花
薫
レ
風
と
い
へ
る
こ
と
を
詠
め
る
」
と
題
す
る
歌
、
「
吉
野
山
峰
の
桜
や
咲
き
ぬ
ら
む
ふ
も
と
の
里

に
に
ほ
ふ
春
風
」（
春
・
二
九
・
忠
通
）
が
あ
り
、
吉
野
の
桜
の
美
を
叙
景
的
に
詠
も
う
と
す
る
傾
向
が
、

こ
の
時
代
頃
か
ら
盛
ん
に
な
る
。
（
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
よ
り
抜
粋
） 

 

【
用
例
】 

『
基
佐
句
集
』
春
・
四
〇
（
基
佐
） 

末
か
す
む
吉
野
の
宮
の
春
の
く
れ 

 

『
最
勝
四
天
王
院
和
歌
』
一
五
（
雅
経
朝
臣
） 

吉
野
山
こ
ぼ
れ
て
に
ほ
ふ
花
な
れ
ば
か
す
み
の
お
く
の
み
ね
の
し
ら
雲 

 

「
吉
野
」
と
「
紅
葉
」
の
用
例
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
３
０
句
目
で
は
「
紅
葉
の
山
よ 

い

づ
く
と
は
ま
し
」
と
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
「
紅
葉
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
３
１
句
目
の
「
あ
か
ざ

り
し
」
は
「
赤
ざ
り
し
」
と
「
飽
か
ざ
り
し
」
の
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。 

 

41 

〇
初
せ
山
（
初
瀬
）―

大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
町
の
一
帯
を
い
う
。
泊
瀬
山
の
ほ

か
巻
向
山
・
三
輪
山
や
天
神
山
・
鳥
見
山
に
よ
り
、
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
峡
谷
で
、
ま
た
伊
賀
や
伊

勢
国
に
通
じ
る
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
。
古
く
武
烈
天
皇
や
雄
略
天
皇
の
宮
殿
の
所
在
地
と
さ
れ
、
ま

た
長
谷
寺
が
あ
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
、
平
安
時
代
に
は
初
瀬
で
長
谷
寺
を
指
す
こ
と
の
ほ
う
が
多

い
。
同
寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
菅
原
道
真
筆
と
伝
え
る
『
長
谷
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
天
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平
五
年
（
七
三
三
）
と
い
う
。
本
尊
は
十
一
面
観
音
で
、
初
瀬
の
地
は
観
音
の
補
陀
落
｛
ふ
だ
ら
く
｝

浄
土
と
さ
れ
た
。
現
世
利
益
を
求
め
る
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
た
た
め
、
『
蜻
蛉
日
記
』
『
更
級
日
記
』

な
ど
の
日
記
文
学
作
品
に
参
籠
の
記
事
が
見
え
る
ほ
か
、
物
語
で
は
『
源
氏
物
語
』
玉
鬘 

｛
た
ま
か

ず
ら
｝
の
巻
に
「
（
八
幡
の
宮
に
）
う
ち
次
ぎ
て
は
、
仏
の
御
中
に
は
初
瀬
な
む
、
日
の
本
の
中
に
は

あ
ら
た
な
る
験 
｛
し
る
し
｝
あ
ら
は
し
給
ふ
と
、
唐
土
｛
も
ろ
こ
し
｝
に
だ
に
聞
こ
え
あ
ん
な
り
」

と
い
わ
れ
、
夕
顔
の
乳
母
子
右
近
と
夕
顔
の
娘
玉
鬘
が
再
会
を
は
た
し
て
お
り
、
『
住
吉
物
語
』
の
男

主
人
公
は
長
谷
の
夢
想
に
よ
り
、
失
踪
し
た
女
主
人
公
の
姫
君
が
住
吉
に
隠
れ
住
ん
で
い
る
こ
と
を
知

ら
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
歴
史
物
語
『
水
鏡
』
の
舞
台
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
し
だ
い
で
あ
る
。
和
歌

に
お
い
て
は
「
泊
瀬
（
初
瀬
）
」
の
ほ
か
、
「
初
瀬
川
」
「
初
瀬
山
」
「
小
泊
瀬
｛
を
は
つ
せ
｝
」
な
ど
と

詠
ま
れ
る
。 

（
『
歌
枕
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
よ
り
抜
粋
） 

【
用
例
】 

『
夫
木
和
歌
抄
』
春
・
七
一
八
（
光
明
峰
寺
入
道
摂
政
） 

御
集 

 

は
つ
せ
山
た
に
そ
は
か
け
て
い
た
び
さ
し
下
ふ
く
風
に
梅
の
香
ぞ
す
る 

 

『
雪
玉
集
』
春
・
七
七
〇
六
（
実
隆
） 

 
 

 
 

霞 

長
谷
寺
奉
納
之
中 

く
も
る
を
や
春
の
色
な
る
は
つ
せ
山
ひ
ば
ら
は
時
も
わ
か
ぬ
も
の
か
ら 

 

４
０
句
目
で
は
「
道
は
た
え
せ
ぬ 

や
ま
と
こ
と
の
は
」
と
和
歌
の
道
が
絶
え
な
い
こ
と
詠
む
。
４
１

句
目
の
「
む
か
し
の
初
せ
山
」
は
、
古
く
武
烈
天
皇
や
雄
略
天
皇
の
宮
殿
の
所
在
地
と
さ
れ
た
長
谷
寺
を

示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
和
歌
の
道
の
永
続
性
を
、
初
瀬
山
が
歌
枕
と
し
て
古
く
か
ら
詠
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
例
に
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
道
真
が
『
長
谷
寺
縁
起
』
を
記
し
て
お
り
、
４
１
句
目
で

「
梅
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
真
と
の
関
連
が
見
ら
れ
た
。 

 

「
初
瀬
山
」
と
「
檜
原
」
の
取
り
合
わ
せ
は
複
数
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
「
檜
原
」
と
「
霞
」
の
取
り
合

わ
せ
も
複
数
み
ら
れ
た
。
４
２
句
目
で
は
「
か
す
む
檜
原
は
色
だ
に
も
な
し
」
と
詠
む
こ
と
で
春
の
情
景

を
詠
ん
だ
句
に
転
じ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
当
該
連
歌
に
は
、
歌
枕
が
詠
み
こ
ま
れ
た
句
が
見
ら
れ
和
歌
の
表
現
技
法
が
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

   

三―

二
、
神
祇  

神
祇
の
句
と
そ
の
付
句
、
前
句
を
次
に
示
す
。 
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〈
実
隆
〉 

25

法
を
聞
世
に 

 

あ
ひ
あ
ふ
は
か
た
か
れ
や 

（
恋
・
釈
教
） 

 

26

竹
の
宮
こ
は 

 

神
さ
び
に
け
り  

  
  

 
（
雑
・
神
祇
） 

 

 
 

27

わ
が
君
の
と
き
は
の 

 

か
げ
を
い
の
り
き
て  

 

（
雑
・
人
倫
） 

 

        

76

た
の
む
も
と
お
き  

 

人
の
お
ひ
さ
き   

 
 

（
雑
・
人
倫
） 

 

77

ね
ぎ
ご
と
の
い
ふ
か
ひ 

 

な
く
は
よ
も
あ
ら
じ 

（
雑
・
神
祇
） 

 

 
 

78

こ
の
野
ゝ
神
は 

 

手
向
う
く
な
り  

 

（
雑
・
神
祇
） 

 

 
 

79

み
こ
し
岡
み
ゆ
き 

 

の
道
の
残
り
つ
ゝ  

 

（
雑
・
神
祇
） 

 

80

か
き
を
く
跡
に 

 

み
ぬ
よ
を
ぞ
し
る   

 
 （

雑
・
述
懐
）

〈
後
土
御
門
天
皇
〉 

21

難
波
潟
な
み
を 

ま
く
ら
の
船
の
中 

（
雑
・
名
所
・
水
辺
） 

 

22

松
か
ぜ
と
ほ
く 

ひ
び
く
住
吉 

 （
雑
・
神
祇
） 

 

23

あ
と
た
れ
て
神
や 

久
し
く
な
り
ぬ
ら
む 

（
雑
・
神
祇
） 

 

80

沖
の
小
島
も 

人
は
住
む
ら
し 

 

（
雑
・
水
辺
・
人
倫
） 

 

81

天
地
を
神
の
代 

よ
り
も
わ
か
ち
き
て （

雑
・
神
祇
） 

 

82

つ
ら
ぬ
る
歌
の 

道
の
た
だ
し
さ 

 

（
雑
）

 

24

う
ご
か
で
代
々 

に
な
れ
る
わ
が
園 

 

（
雑
・
人
倫
） 
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〈
親
長
〉 

94

菅
原
な
れ
や 

ち
か
き
ふ
し
み
は 

 

（
雑
・
神
祇
・
名
所
） 

 

95

都
ぢ
を
ま
も
る
も 

神
の
こ
の
社 

 

（
雑
・
神
祇
） 

 

96

た
の
む
御
池
の 

め
ぐ
み
ふ
か
ゝ
れ 

（
雑
・
水
辺
）

 

三
者
の
連
歌
百
韻
全
て
に
、
神
や
神
社
が
詠
み
込
ま
れ
た
句
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
楽
連
歌
の
特
性

で
あ
る
と
考
え
る
。
次
に
、
実
隆
の
句
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
。 

 

26 

○
竹
の
宮
こ
ー
皇
大
神
宮
に
奉
仕
す
る
斎
宮
の
御
所
の
異
名
（
八
雲
御
抄
・
巻
三
）
。 

  
  

  
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
深
津
睦
夫
執
筆
項
「
竹
の
都
」
を
参
照
） 

【
用
例
】 

 

「
西
山
三
籍
集
」
秋
乃
部
・
一
六
六
二 

伊
勢
斎
宮
の
古
跡
を
見
て 

袖
か
け
ん
竹
の
み
や
こ
の
す
ゑ
の
露 

 「
西
山
三
籍
集
」
冬
乃
部
・
二
八
四
九 

参
宮
せ
し
時 

冬
に
見
よ
竹
の
み
や
こ
の
千
代
の
陰 

 
 

 

○
神
さ
ぶ 

（
か
み
さ
ぶ 

） ―

「
か
む
さ
ぶ
」
と
も
。
神
々
し
い
様
子
だ
。
古
く
な
っ
て
神
秘
的
な
力
を

も
つ
。 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
よ
り
抜
粋
） 
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【
用
例
】 

『
後
撰
和
歌
集
』
春
下
・
一
一
六
（
よ
み
人
し
ら
ず
） 

宮
づ
か
へ
し
け
る
女
の
、
い
そ
の
神
と
い
ふ
所
に
す
み
て
、
京
の
と
も
だ
ち 

の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る 

 

神
さ
び
て
ふ
り
に
し
里
に
す
む
人
は
都
に
に
ほ
ふ
花
を
だ
に
見
ず 

 
 

 

 

27   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
と
き
は
の
か
げ 

 

常
盤 

と
き
は 

〔
歌
こ
と
ば
〕 

 

永
遠
に
変
わ
ら
な
い
さ
ま
、
常
緑
樹
の
葉
が
一
年
中
色
を
変
え
な
い
こ
と
、
の
意
味
に
分
か
れ
る
。 

 

松
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、 

「
花
の
色
も
常
盤
な
ら
な
ん
な
よ
竹
の
長
き
よ
に
置
く
露
し
か
か
ら

ば
」
（
拾
遺
集
・
雑
賀
・
一
一
六
一
・
元
輔
）
の
よ
う
に
竹
や
、
杉
な
ど
も
対
象
と
な
る
。 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
渡
部
泰
明
氏
の
執
筆
項
を
参
照
） 

【
用
例
】 

『
貫
之
集
』
・
二
四
二 

山
里
に
神
祭
る 

 

神
ま
つ
る
時
に
し
な
れ
ば
榊
葉
の
と
き
は
の
陰
は
か
は
ら
ざ
り
け
り 

 

 

『
拾
遺
愚
草
』
下
・
賀
・
二
四
九
七
（
定
家
） 

承
元
二
年
住
吉
歌
合 

 

我
が
君
の
と
き
は
の
か
げ
は
秋
も
あ
ら
じ
月
の
桂
の
千
世
に
あ
ふ
と
も 

 

 

 

77 

○
ね
ぎ
ご
と 

神
へ
の
願
い
事
。
祈
願
。
願
掛
け
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』 

【
用
例
】 

「
草
根
集
」
寄
山
祈
恋
・
八
四
八
五
（
正
徹
） 

契
あ
ら
ば
神
の
御
室
の
山
び
こ
も
声
を
つ
た
へ
よ
祈
る
ね
ぎ
ご
と 

 

78 

○
手
向 

神
仏
に
幣
帛
｛
へ
い
は
く
｝
や
花
な
ど
を
供
え
る
こ
と
。
主
と
し
て
旅
の
安
全
を
祈
る
た
め
に
行
っ 

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』 

【
用
例
】 

『
百
人
一
首
』
二
四
・
管
家 

こ
の
た
び
は
ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
ず
手
向
山
も
み
ぢ
の
に
し
き
神
の
ま
に
ま
に 
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『
雪
玉
集
』
五
四
九
九
・
述
懐
（
実
隆
） 

手
向
に
は
神
の
心
を
た
ね
と
し
て
筆
に
ま
か
す
る
や
ま
と
こ
と
の
は 

  

「
こ
の
野
ゝ
神
」
は
北
野
の
神
、
つ
ま
り
道
真
え
お
示
す
と
考
え
る
。 

 

79 

○
み
こ
し
岡―

次
に
示
す
用
例
か
ら
北
野
の
御
輿
岡
社
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。 

【
用
例
】 

『
新
撰
和
歌
六
帖
』
六
〇
二
（
為
家
） 

み
ゆ
き
せ
し
ふ
る
き
北
野
の
み
こ
し
岡
あ
は
れ
む
か
し
は
さ
ぞ
な
こ
ひ
し
き 

 

『
渚
藻
屑
』
一
六
三
・
（
能
桂
） 

み
こ
し
岡
の
松
を
見
て 

陰
し
げ
れ
お
も
ふ
み
こ
し
の
岡
の
ま
つ 

 

 

三―

三
、
実
隆
の
述
懐 

 

長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
、
実
隆
が
六
歳
の
と
き
に
父
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
年
に
三
条
西
家
当
主

と
な
っ
て
い
る
。
次
に
示
す
句
は
、
実
隆
自
身
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

80 

か
き
を
く
跡
に 

 

み
ぬ
よ
を
ぞ
し
る   

 

（
雑
・
述
懐
） 

 

 
 

81 

た
ら
ち
ね
の
諫
は 

 

夢
に
成
は
て
ゝ  

  
 

（
雑
・
述
懐
） 
 

 
 

82 

た
ゞ
わ
れ
か
ら
と 

 

物
お
も
ふ
時  

   
 

 

（
雑
・
述
懐
） 

 

 
 

83 

月
も
又
な
み
だ
の 

 

底
に
明
す
ぎ
ぬ  

   
 

（
雑
・
光
物
） 

 

 

80

句
目
の
「
か
き
を
く
跡
」
は
父
の
残
し
た
も
の
か
。 

81

句
目
の
「
た
ら
ち
ね
の
諌
は
夢
に
成
は
て
ゝ
」
は
父
が
い
な
い
こ
と
で
、
も
う
忠
告
や
戒
め
が
得
ら
れ

な
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
る
。 
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四
、
挙
句 

 

〈
実
隆
〉 

99 

う
つ
ろ
ふ
や
月
の 

 

  
  

 

下
水
し
ず
か
に
て   

（
秋
・
光
物
・
水
辺
） 

 

 

100 

す
ま
む
雲
井
の 

 

   
 

秋
の
久
し
さ  

  
   

 

（
秋
・
聳
物
） 

 

〈
後
土
御
門
天
皇
〉 

99 

山
近
き
か
た
よ
り 

 
 

 

吹
く
や
あ
き
の
風 

 
 

（
秋
・
山
類
） 

 

100 

か
は
ら
ぬ
か
げ
の 

檜
原
槇
原 

 
 

 
 

 

（
雑
・
山
類
） 

 

〈
親
長
〉 

99 

四
方
の
国
し
ま
〳
〵 

 
 

 

ま
で
も
お
さ
ま
り
て 

（
雑
） 

 

100 

は
こ
ぶ
た
か
ら
の 

 
 

 

か
ず
ぞ
し
ら
れ
ぬ 

 

（
雑
） 

文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
に
応
仁
の
乱
が
終
結
し
た
。
当
該
連
歌
は
、
応
仁
の
乱
の
終
結
か
ら
十
年
後
に

催
さ
れ
た
法
楽
連
歌
で
あ
っ
た
。 

 57 

我
な
ら
で
わ
く
る 

 

跡
な
き
蓬
生
に  

  
 

（
雑
・
人
倫
・
植
物
） 

 

 
 

58 

み
る
だ
に
す
ご
し 

 

あ
る
ゝ
ふ
る
さ
と  

  
  

 

（
雑
・
述
懐
） 

 

 

こ
れ
ら
の
句
は
、
戦
乱
で
荒
れ
た
姿
を
詠
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。 

実
隆
は
、
１
０
０
句
目
で
「
す
ま
む
雲
井
」
と
宮
中
を
詠
ん
で
い
る
。
澄
ん
だ
宮
中
で
百
韻
を
締
め
る
こ

と
で
、
和
平
を
祈
念
し
て
い
る
と
考
え
る
。 

 ま
と
め 

 

発
句
を
後
土
御
門
天
皇
と
甘
露
寺
親
長
の
作
品
と
比
較
す
る
と
、
実
隆
の
「
納
涼
」
の
表
現
は
、
両
者
と

異
な
る
特
色
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

行
様
を
比
較
し
、
名
所
の
句
や
神
祇
の
句
、
述
懐
の
句
に
注
目
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

・
名
所
の
句
で
は
、
歌
枕
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
当
該
連
歌
で
和
歌
の
表
現
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

・
神
祇
の
句
で
は
、
神
社
や
神
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
楽
連
歌
と
し
て
の
特
性
が
見
ら
れ

る
。 

・
述
懐
の
句
で
は
、
実
隆
自
身
の
こ
と
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
、
早
く
に
父
を
亡
く
し
た
孤
独

感
が
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
独
吟
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 

 

当
該
連
歌
は
、
「
納
涼
」
と
い
う
共
通
の
発
句
題
が
与
え
ら
れ
、
北
野
社
に
ゆ
か
り
が
あ
る
句
が
詠
ま
れ

て
い
る
と
い
う
共
通
点
を
持
ち
な
が
ら
も
、
独
吟
に
よ
っ
て
実
隆
の
趣
向
が
示
さ
れ
て
い
た
。 

文
明
十
九
年
六
月
二
十
五
日
の
北
野
社
御
法
楽
は
、
戦
乱
を
経
験
し
た
連
衆
が
、
和
平
を
祈
念
し
、
同
時
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